
シンガポールにおける能登半島地震の報道 

 

 １月１日に発生しました「令和 6 年能登半島地震」により、お亡くなりになられた方々に

謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災されました皆様に心からお見舞い申し上げ

ます。 

 私はこの年末年始、日本に帰国しなかったため、元日もシンガポールで過ごしておりまし

たが、地震の発生後ほどなくしてネットニュースでそのことを知りました。最大震度 7、マ

グニチュード 7.6 という、これまで石川県は聞いたことのない規模の大きさに衝撃を受け、

家族を含め石川県にいらっしゃる方々がなんとか無事であってほしいと、祈るような気持

ちでスマホの画面に釘付けになっていました。 

 シンガポールでも今回の震災は様々なメディアで取り上げられ、衝撃的な出来事として

大きな関心を集めています。例えばシンガポールで最も知名度のある新聞「THE STRAITS 

TIMES」では、被害にあわれた方の数や、救助活動の状況など、日々変化する被害等の状況

について連日報道しており、直近では岸田総理が被災地を訪問したことや、来年度予算案で

一般予備費が倍増されることなども報じられておりました。 

また同紙では、「日本で休暇を過ごしているシンガポール人が旅行の計画を見直す」との

タイトルで、当時日本にいたシンガポール人へ取材した記事も掲載されておりました。「1 月

4 日に金沢に向かう予定だったが、東京での滞在を延長することにした」という年末から東

京に滞在していた大学生のコメントや、「故郷の家族に心配をかけないように移動は控える

ことにした」という大阪から京都に向かう予定だった夫婦のコメントなどが紹介され、日本

へ旅行に訪れていたシンガポール人が予定の変更を余儀なくされたことを報じておりまし

た。そのほか、家族で大阪の商業施設にいた男性の「地震が起きた時、スタッフは落ち着い

て案内していたが、私達は日本語が分からなかったので人の流れに従うことしかできなか

った」といったコメントもあり、緊急時に外国人の方が取り残されることのないよう、日頃

からそのような場面を想定したシミュレーションを行っておくことが非常に重要であると

感じました。 

シンガポール外務省（MFA）によれば、幸い今回の地震において被害を受けたシンガポ

ール人の報告は無いそうです。また MFA は日本にいるシンガポール人に対して、余震の可

能性を考慮して被災地域への旅行は延期するとともに、身の安全を守るため最大限の注意

を払うよう呼び掛けました。 

今後のシンガポールからのインバウンドに対する影響も懸念されるところですが、シン

ガポール人同士が日本への旅行の情報を共有する、登録者数 5.7 万人の Facebook グループ

「Singaporeans Travelling to Japan(Planning and Discussion)」を見てみると、旅行の予定

自体をキャンセルするという方は少ないものの、旅程の変更を検討されている方がたくさ

んいるようでした。金沢や加賀など、比較的被害の少なかった地域の観光地等には、ぜひ足

を運んでいただきたいと思いますので、そのような情報の周知も行ってまいります。 



シンガポール事務所では、被災地の一日も早い復興に向け、シンガポールからも支援の動

きを作っていきたいと考えております。大変ありがたいことに、これまで関わりのあったシ

ンガポール人の方々から、ぜひなにか支援をさせてほしいといったお声もたくさん頂いて

おり、シンガポール人の心の温かさを感じました。こうしたお声もふまえ、シンガポールか

らでも支援を行いやすいように、シンガポールでの義援金口座の開設に向け、現在、在シン

ガポール日本大使館等との調整を行っております。 

加えて、現地日系百貨店等からも、できることはなんでも協力させていただくといったお

申し出をいただき、来月以降、石川フェア等のイベントを複数回実施することも決まりまし

た。イベントの実施を通じて、石川県産品の消費拡大を図るとともに、売上の一部を被災地

へ寄付することで、復興への一助となればと思っております。 

 断続的な余震やライフラインの寸断など、被災地では今もなお大変な状況が続いている

と認識しておりますが、遠くシンガポールにおいても、皆様のご支援・ご協力をお願いし、

復興支援に尽力していきたいと思います。 

 

 

 

THE STRAITS TIMES の記事 

Channel News Asia（シンガポール最大のニュースチャンネル）のニュース動画 


